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目的 悪性黒色腫原発巣における術前評価として高周波，カラードップラ

ーエコーを用い，血管新生と予後に関して５年間の再発例の検討を

行う。 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 悪性黒色腫での受診患者 
対象者 111 名の悪性黒色腫患者 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ ２ ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ ３ ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ １４ ） 

介入（要因曝露） 悪性黒色腫原発巣を術前に高周波エコーにより tumor thickness を

測定し，切除後の組織学的な tumor thickness と比較した。またカ

ラードップラーエコーを用い血管新生を測定した。 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 再発 1. 主 要  2. 副 次  3. そ の 他

（ １ ） 
2 血管新生 1. 主 要  2. 副 次  3. そ の 他

（ ２ ） 
3 tumor thickness 1.主要 2.副次 3.その他（ 2 

 ） 
4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

悪性黒色腫原発巣を高周波エコーで測定した tumor thickness と

Breslow’s tumor thickness に強い相関がみられた（r＞0.93）。カラ

ードップラーエコーでは１０７例中４３例に腫瘍内に血管新生がみ

られ，そのうち４０例は tumor thickness が 2mm 以上であった。

中央値６１ヶ月の観察期間で２７例に再発がみられた。エコーでみ

られる血管新生と tumor thickness は再発と強い関連があった。 
 
 
 

結論 

血管新生は主に厚い黒色腫においてみられた。 
５年間のフォローアップでは血管新生が予後に関係していることが

分かった。 
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